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小
林
勝
・
労
契
法

条
裁
判

20

控
訴
審
で
不
当
判
決
・
門
前
払
い

全
く
の
反
動
判
決
と
い

う
他
は
な
い
。
こ
の
東
京

高
裁
判
決
は
も
と
も
と
４

月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
も

の
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
本
日
と
な
っ
た
。

コ

ロ

ナ

禍

で

手

控

え

こ
の
間
、
中
央
学
院
大

学
は
学
生
の
構
内
立
ち
入

り
を
禁
止
し
遠
隔
授
業
を

実
施
、
当
支
援
す
る
会
の

行
動
や
労
働
組
合
の
団
体

交
渉
も
手
控
え
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
。

そ
れ
を
良
い
こ
と
に
し

て
、
大
学
側
は
こ
の
判
決

公
判
に
、
弁
護
士
も
含
め

一
人
も
列
席
し
な
か
っ

た
。
判
決
は
わ
ず
か
数
秒

で
言
い
渡
さ
れ
、
傍
聴
席

か
ら
は
怒
り
の
声
が
挙
が

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

小
林
勝
さ
ん
の
決
意

「
こ
れ
ま
で
温
か
い
ご

支
援
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
な
お
、
上
告
し

て
争
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
し
ば
ら
く
、
ご
支

援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
闘
い
は
ま
だ
終
わ

り
ま
せ
ん
！
」
と
終
了
後
、

小
林
勝
氏
は
上
告
の
意
向

を
表
明
し
た
。

私
た
ち
は
こ
の
屈
辱
を

忘
れ
ま
せ
ん
。
「
少
な
く

と
も
地
裁
の
裁
判
官
は
当

初
、
『
小
林
専
任
化
に
よ

る
解
決
が
ベ
ス
ト
』
と
し

た
こ
と
は
一
度
目
の
サ
プ

ラ
イ
ズ
だ
っ
た
が
、
出
さ

れ
た
判
決
は
ゼ
ロ
回
答
と

い
う
２
度
目
の
サ
プ
ラ
イ

ズ
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ

た
。
そ
の
上
で
「
現
在
の

司
法
制
度
の
あ
り
方
を
暴

露
し
、
糺
す
の
も
闘
い
の

一
つ
の
目
標
」
と
表
明
し

た
。
不
当
判
決
糾
弾
！
勝

利
す
る
ま
で
闘
う
ぞ
！
の

コ
ー
ル
で
締
め
く
く
っ

た
。

様
、
そ
れ
は
本
人
が
「
合

意
し
た
と
こ
ろ
に
基
づ

く
も
の
」
に
過
ぎ
ず
、

均
衡
待
遇
の
理
由
と
は

な
ら
な
い
。

控
訴
人
が
、
「
当
時
の

法
学
部
長
た
ち
が
専
任

化
に
期
待
を
持
た
せ
る

よ
う
な
言
動
を
し
て
い

た
」
と
主
張
す
る
こ
と

は
、
一
審
判
決
も
認
め

た
と
お
り
否
定
は
で
き

な
い
が
、
そ
れ
は
大
学

側
の
総
意
に
基
づ
く
も

の
に
な
っ
て
い
な
い
。

小
林
が
そ
の
よ
う
な
期

待
を
抱
い
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
主

観
的
な
も
の
に
と
ど
ま

る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
他
人
の

言
動
は
そ
の
人
間
が
ど

の
よ
う
な
地
位
に
あ
る

か
に
か
か
わ
ら
ず
、
信

用
し
て
は
い
け
な
い
、

ダ
マ
さ
れ
た
方
が
悪
い

と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
使
用
者
と

被
雇
用
者
と
し
て
の
非

常
勤
講
師
と
の
立
場
上

の
優
劣
な
ど
、
一
顧
だ

に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

し
て
、
賞
与
は
お
ろ
か
、

諸
手
当
に
つ
い
て
も
請

求
を
一
蹴
し
た
。

年

月
１
日
に
提

16

11

訴
し
た
こ
の
裁
判
闘
争

は
３
年
と
７
カ
月
を
経

て
、
本
日
６
月

日
午

24

後
、
控
訴
審
判
決
日
を

向
か
え
た
。

東
京
高
裁
（
白
井
幸

夫
裁
判
長
）
の
判
決
理

由
は
昨
年
の
東
京
地
裁

（
江
原
健
志
裁
判
長
）

判
決
を
こ
と
ご
と
く
追

認
・
踏
襲
し
た
も
の
だ
。

更
に
弁
護
団
が
控
訴

審
で
追
加
し
た
補
充
的

主
張
＝
「
信
義
則
上
の

付
随
義
務
＝
『
労
働
条

件
均
衡
配
慮
義
務
』
違

反
」
の
指
摘
に
つ
い
て

も
全
面
的
に
否
定
し
て

い
る
。

と
り
あ
え
ず
次
の
２

点
を
報
告
す
る
。『
労
働

条
件
均
衡
配
慮
義
務
』

違
反
、
つ
ま
り
控
訴
人

小

林

他

と

非

常

勤

講

師

の

勤

務

実

態

と

は

著

し

く

異

な

り

り

、

専

任

教

員

と

同

等

か

そ

れ

以

上

の

担

当

科

目

や

担

当

コ

マ

数

を

担

っ

て

き

た

実

態

に

つ

い

て

、

一

審

判

決

と

同

東
京
地
裁
判
決

①
原
告
の
請
求
を
い
ず

れ
も
棄
却
す
る
。

②
訴
訟
費
用
は
、
原
告

の
負
担
と
す
る
。

東
京
高
裁
判
決

①
本
件
控
訴
を
棄
却
す

る
。

②
控
訴
費
用
は
控
訴
人

の
負
担
と
す
る
。



コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
ユ
ニ
オ
ン
首

都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
６
月

日
争
議
支
援
１
日
行
動
を
取

25り
組
ん
だ(

①
プ
レ
カ
リ
ア
ー
ト

ユ
ニ
オ
ン
新
宿
、
②
女
性
ユ
ニ

オ
ン
、
③
日
通

条
東
京
高
裁
、

18

④
下
町
ユ
ニ
オ
ン
、
レ
ナ
ウ
ン

解
雇
事
件
の
工
程)

。

時

分
か
ら
は
、
東
京
高

13

10

裁
前
で
、
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
お

互
い
さ
ま
が
抱
え
る
「
日
本
通

運
無
期
転
換
逃
れ
地
位
確
認(

労

コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
ユ
ニ
オ
ン
首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
１
日
行
動

日
通

条
の
公
正
な
裁
判
を
訴
え

18

族
ま
で
差
別
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
た
」
と
述
べ
た
。

被
告
の
会
社
が
依
頼
し
て
い

る
弁
護
士
は
、
東
京
の
大
手
法

律
事
務
所
で
、
５
人
か
ら
な
る

弁
護
士
を
送
り
込
ん
で
い
る
。

そ
の
中
身
は
、
４
人
が
６
年
目

ま
で
の
若
手
弁
護
士
で
、
今
後

も
全
員
で
来
る
模
様
。

彼
等
が
５
～
６
回
も
長
崎
に

足
を
運
び
、
会
社
持
ち
の
旅
費

や
日
当
は
巨
額
に
な
り
、
原
告

４
人
が
請
求
す
る
金
額
を
遙
か

に
超
え
る
。
会
社
の
思
い
は
、

原
告
が
求
め
る
請
求
額
な
ど
問

題
に
し
て
い
な
い
。

「
会
社
が
決
め
た
こ
と
に
逆

ら
う
も
の
は
容
赦
し
な
い
」
こ

と
か
ら
、
会
社
を
訴
え
る
原
告

を
徹
底
的
に
打
ち
の
め
す
た
め

に
巨
額
を
投
じ
て
ま
で
裁
判
を

勝
と
う
と
し
て
い
る
。

郵
政
の
た
め
に
、
今
も
懸
命

に
働
く
原
告
４
人
は
、
何
を
想

う
だ
ろ
う
か
。

郵
政
長
崎
裁
判
の
会
社
側
代

理
人
は
９
名
。
う
ち
５
名
は
西

日
本
、
東
日
本
裁
判
の
担
当
弁

護
士
。
も
し
か
し
て
、
集
団
訴

訟
の
主
戦
場
が
長
崎
に
な
る
の

か
も
し
れ
な
い
と
、
思
い
を
抱

か
せ
る
裁
判
闘
争
に
な
っ
て
い

る
。

郵
政
労
契
法

条
裁
判
（
長
崎
訴
訟
）

20

東
京
・
大
阪
か
ら
大
量
の
弁
護
士
を
投
入
（
会
社
側
）

６
月

日
、
郵
政
労
契
法

条

23

20

集
団
長
崎
訴
訟
、
第
１
回
口
頭
弁

論
が
開
か
れ
た
。
長
崎
地
裁
前
集

会
に
は
、

名
が
参
加
。
マ
ス
コ

60

ミ
も
７
社
が
集
ま
っ
た
。

集
団
訴
訟
は
、
先
に
行
わ

れ
た
東
日
本
、
西
日
本
と
同

じ
内
容
を
勝
ち
取
る
こ
と
に

加
え
て
、
一
時
金
や
格
差
撤

廃
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
る
。

原
告
４
名
を
代
表
し
て
、

原
田
さ
ん
は
「
期
間
雇
用
社

員
に
は
、
扶
養
手
当
も
な
く
、

結
婚
し
て
家
族
を
養
う
こ
と

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

扶
養
手
当
が
あ
っ
た
ら
、
子

供
の
教
育
に
も
、
も
う
少
し

余
裕
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
」
と
意
見
陳
述
の
内

容
を
話
し
た
。

弁
護
団
の
中
川
拓
弁
護
士

は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、
声
明
を

送
っ
た
「
会
社
は
、
従
業
員

家
族
の
扶
養
に
ま
で
、
ど
う

し
て
正
規
と
非
正
規
の
格
差

を
設
け
る
の
か
。
会
社
が
家

る
。
法
律
を
破
る
企
業
を
取
り

締
ま
る
の
が
司
法
の
役
目
で
す
。

目
を
離
さ
ず
追
求
し
ま
し
ょ
う
」
。

こ
の
後
、
参
加
ユ
ニ
オ
ン
か

ら
闘
争
報
告
が
さ
れ
た
。
最
後

は
日
通
裁
判
の
原
告
か
ら
決
意

が
あ
っ
た
。
原
告
の
Ｏ
さ
ん
は
、

「
日
通
が
私
た
ち
に
相
談
も
な

く
、
勝
手
に
雇
い
止
め
を
し
た
。

絶
対
に
許
せ
る
も
の
で
あ
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
の
お
力
と
合
わ

せ
て
勝
利
し
た
い
で
す
」
と
う

っ
た
え
、
団
結
が
ん
ば
ろ
ー
で

閉
会
し
た
。

働
契
約
法

条)

裁
判
」(

判
決

18

は

月
１
日

時)

の
支
援
を

10

13

す
る
集
会
を
開
い
た
。
参
加
団

体
は
、
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
お
互

い
さ
ま
、
ユ
ニ
オ
ン
平
和
、
東

部
労
組
、
下
町
ユ
ニ
オ
ン
、
神

奈
川
シ
テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン
、
プ
レ

カ
リ
ア
ー
ト
ユ
ニ
オ
ン
、
東
京

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
、
女
性
ユ
ニ

オ
ン
、
キ
ャ
バ
ク
ラ
ユ
ニ
オ
ン

な
ど
、

人
余
り
が
集
ま
っ
た
。

50
開
会
挨
拶
は
斎
藤
隆
靖
お
互

い
さ
ま
委
員
長
「
こ
こ
に
結

集
し
た
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
ユ
ニ

オ
ン
の
仲
間
と
と
も
の
公
平

な
裁
判
を
訴
え
、
勝
利
に
繋

げ
た
い
と
思
い
ま
す
」
松
本

久
史
副
委
員
長
は
「
５
年
働

け
ば
無
期
雇
用
に
な
る

条
18

を
東
京
地
裁
は
骨
抜
き
し

た
。
法
律
を
遵
守
し
た
判
決

を
東
京
高
裁
に
求
め
た
い
」

と
訴
え
た
。

主
催
す
る
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー

全
国
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
岡
村
哲
文
事
務
局
長
「
日

通
の

条
違
反
に
対
し
て
は

18

当
該
ユ
ニ
オ
ン
と
連
帯
し
て

抗
議
行
動
を
重
ね
て
き
た
。

条
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
労

18働
者
は
追
い
込
ま
れ


